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３
月
の
議
会
で
「
第
５
期
菊
陽
町
総
合
計
画
基
本
構
想
」
が
議
決
さ
れ
、
新
た
な

総
合
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
審
議
会
で
提
案
さ
れ
た
前
期
基
本
計
画（
素
案
）を

紹
介
し
ま
す
。

生
ご
み
を
た
い
肥
化
す
る
方
法
と
し
て
、近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が「
段
ボ
ー

ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
」
で
す
。

小
中
学
生
で
も
手
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
最
適
で
す
。

「
段
ボ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
」
を
使
っ
て
、
生
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、「
基
本

計
画
」、「
実
施
計
画
」
の
３
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
策
定
し
て
い
る
基
本

計
画
は
、
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
体
系
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
、
計
画
期
間
が
１０
年
の
基
本
構
想
に

対
し
、
５
年
ご
と
の
前
期
と
後
期
に
分
け

て
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

前
期
基
本
計
画（
素
案
）は
８
編
構
成

に
な
っ
て
お
り
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
回
に
分
け
て
審
議

を
行
い
ま
す
。
５
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た

審
議
会
で
提
案
さ
れ
た
素
案
の
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
環
境
保
全
対
策
の
推
進
」、「
緑
化
の

推
進
」、「
水
環
境
の
保
全
・
活
用
」
の
３

章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
保
全
意

識
の
啓
発
・
向
上
に
努
め
、
公
園
整
備
や

緑
化
の
推
進
を
行
い
、
地
下
水
保
全
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
豊

か
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
調
和
の
取
れ
た
土
地
利
用
の
推
進
」、

「
住
宅
・
住
環
境
の
整
備
」、「
交
通
体
系

の
充
実
」、「
水
の
安
定
供
給
と
下
水
道
の

整
備
」、「
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」
の
５

章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
一
体
的
か
つ
調
和
の
と
れ
た
発
展

を
図
り
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
体

系
を
充
実
さ
せ
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
生
活
基
盤
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

　
「
住
民
参
画
の
推
進
」、「
男
女
共
同
参

画
の
推
進
」、「
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

の
推
進
」、「
広
報
活
動
の
推
進
」
の
４
章

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
町
民
参
画
を
進
め
、

男
女
が
真
に
平
等
な
立
場
で
あ
ら
ゆ
る
場

面
に
参
画
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
目
指
し

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

■講習会場・日時・内容　※必ず受講してください。

総合
計画環境

ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
人
が
人
権
を
尊
重

し
合
い
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
高
度
情
報
化
へ
の
対
応
」、「
行
財
政

運
営
の
充
実
・
強
化
」、「
広
域
連
携
の
推

進
」
の
３
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
化
へ
の
対
応
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
、
行
財
政
改
革
に
よ
る

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
も
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

第
６
回
審
議
会
で
は
、
第
１
・
２
編
と
第

５
・
６
編
に
つ
い
て
審
議
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
町
政
懇
談
会
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
募
集
条
件

・
町
内
に
在
住
の
人（
世
帯
か
ら
１
人
、

　
小
中
学
生
世
帯
が
望
ま
し
い
）。

・
２
回
の
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
生
ご
み
の
減
量
化
に
協

　
力
で
き
る
人
。

・
平
成
２２
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
は
除
き
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
ー
期
間

　

使
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
約
４
カ
月

間
。

■
受
講
料　

無
料

※

材
料
の
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ッ
ト

は
無
料
で
す
。　

■
募
集
人
数　

各
会
場
２５
人
。
会
場
ご
と

の
申
込
順
と
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

環
境
生
活
課
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
な

ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

■
募
集
開
始　

７
月
１
日（
金
）か
ら

※

モ
ニ
タ
ー
の
人
に
は
、
後
日
受
講
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

■補助金額　購入代金（消費税込み）の 2分の 1。
　限度額 3万円（100 円未満切り捨て）。
■対象要件　1世帯当たり1台。耐用年数は5年以上。
（購入後 5年を経過して買い換えた場合を除く）
■申請手続　購入後、6カ月以内に必要書類を環境生
活課に提出してください。
■必要書類　❶補助金申請書（申請者は購入者）❷領
収書❸メーカーの保証書❹構造や機能が確認でき
るもの（取扱説明書など）❺印かん（認印可）❻申請
者名義の口座

■
個
人
で
用
意
す
る
も
の

　
・
ス
コ
ッ
プ

　
・
苗
ケ
ー
ス（
２
つ
）ま
た
は
メ
ッ
シ
ュ 

　

  

底（
約
３５
㌢×

約
５０
㌢
）の
コ
ン
テ
ナ
箱

モ
ニ
タ
ー
事
業
の
概
要

「
段
ボ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
」モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

生ごみ処理機の購入に補助をしています

生
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

第
５
回
菊
陽
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

「
人
・
緑　

未
来
輝
く
生
活
都
市　

き
く
よ
う
」
の
実
現
に
向
け
て

問 

環
境
生
活
課　

ご
み
減
量
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

・内容　【1回目】段ボールコンポストづくり
　　　 【2回目】フォローアップ（課題と対策）とたい肥づくり

▲前期基本計画（素案）を審議

具体的な施策（抜粋）

会場・電話番号
日時

1回目 2回目

三里木町民センター
☎（232）5536

7 月 23日（土）
10：30～11：30

8 月 27日（土）
10：30～11：30

7 月 24日（日）
10：30～11：30

8 月 28日（日）
10：30～11：30

中央公民館
☎（232）2116

環
境
に
配
慮
し
た
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り（
自
然
・
環
境
）

快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り（
生
活
基
盤
）

町
民
と
行
政
が
協
働
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

（
住
民
参
画
・
男
女
共
同
参
画
な
ど
）

効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政

運
営
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

（
行
財
政
）

第 3編

第 4編第 7編

第 8編

• 環境保全に関する啓発
• 地域活動団体への花苗の配布
• 住民と行政の協力による公園・緑地の維持管理
• 雨水浸透ますの設置などによる地下水涵養

• 菊陽第二土地区画整理事業の推進
• 生垣の奨励
• 下原堀川線の整備と延伸
• 公共下水道の整備及び維持管理
• 指定ごみ袋による分別収集の徹底

• 町民参画・協働のまちづくりを推進するための
 条例及び指針の策定
• 地域公民館活動の支援
• 鹿児島県屋久島町（姉妹都市）との相互交流の実施
• 男女共同参画に関する啓発セミナーやフォーラ
 ムの開催
• 就学前や学校教育における人権教育の推進
• 情報提供体制の充実

• 申請・届出・申告などのオンライン化の拡充
• 行財政改革の推進

第
３
編

第
４
編

第
７
編

第
８
編

「段ボール式コンポスト」の使い方

①段ボール箱に基材を入れる
　（基材：ピートモス、もみがらくん炭）

②風通しの良い置き場所を選ぶ

③１日の生ごみ投入量約５００ｇ～８００g

④基材の微生物が生ごみを分解

電動式生ごみ処理機設置事業補助金
■補助金額　購入代金（消費税込み）の 2分の 1。
　1基につき限度額 5,000 円（100 円未満切り捨て）。
■対象要件　1世帯当たり2基。耐用年数は5年以上。
（購入後 5年を経過して買い換えた場合を除く）
■申請手続　指定店に印かん（認印可）を持参し、申
請の可否について環境生活課で確認（開庁時間内
に限る）後、委任申請してください。
■指定店　ハンズマン菊陽店　☎（232）5525

生ごみ処理容器設置事業補助金

⑤約 3カ月間投入可能で、約５０kg減量できる

⑥投入をやめて約 1カ月間ねかせる

⑦完熟たい肥の完成！


